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中部賂界工業地帯の立地条件
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はしがき

いて多 しめてき

る。しかも，戦後工業の裁方分散のたことは，疑うことのペむきなし

ってきたにもかかわらず，大路的には，分散を上廻って 2 集中先

ラ大工業地幣の近年の議移をど見ると，京浜， の上昇と，寂持，北九州

う阪1*と京浜との地位の逆転が見られる。これは，戦前の
・化学中心の工業構成が，繊維の停漆とともに機械室f

L_ .'、、
'-¥.'>/L' Cこ と しているものといえるであろ

。
ムノ

のような観点から見ると，中部地域は，芸互にわが国第3の工業地機とし

ての規模と構造とをもっており，かっ他の 3大I菜地帯が，多かれ少なか

れ，自然的社会的立地条件の上で，能和的な水準に逮じごし、るのに対して，

周辺地越は勿論， 中核地区においてもまだ発僚の余地を残しているば

かりで、なしこの地域がわが罷工業の議心部にあたり，

多北陸経済鶴'a:連結する地の利をしめてし、ることを注毘しなくてはならな
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L 、。このことはき といってもどちら念、とし、うと

とか，合成繊維の如く でし古ること令ヅまえる

とラかなり もっているもので、ふる。

，いずれも

てと%1>>としているもの

えらカ~， て日があさく，そ

ついては，な の しなが

ら， ていくためには，いく多

与

え

査

、ィ、血

のような形式でとりまとめたものである。題目 と

くな同じように，ぎわめて限られた時自

いとおもわれるが，い交すぐ補正する

ることにしたものである。

もないのでそのままここ

第1章 名古震予話器工業地帯の

メア
イコ

第 1節離 ;況

V 
/;;J 

として行なわれているものであるが，この計画

たっては，中部経淡慰のや核て、あり，大工議i1¥1.帯の 1つである中部ヱ業地帯

とした周辺の工業化と太平洋ベルト

地帯に広がる という大都市と 、L，

どのように開発していくかが， の 1つであると

いう認識が前提条件となっている。

のよう

となって，

誠の4大地域に区分され られいてし、る あるのこのう



前私広2弘5 

第 1 14，568 1，689 32.8 3.8 

2 171，100 106，8告5 71.1 44.4 

433T4T 、 665 42 60.0 4.2 

建 9長足iu 20，577 13，809 71.7 48.1 

149，858 告3，045 70.9 44.1 

202，406 151，826 75.8 56.8 

紡三号 〈昭37)による。
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どのような現状にあり， どのよう されていく

2節気 象

，諮海:気般の特徴の 1っとして，降雨の大学は，

日数が多L、。続iえば，名

2月のそれが7日となっている。

ごとくであるC

，冬季はー絞に箆暖で乾燥

日

路孝iJ31年

32 

33 

34 

35 

半年値

14.4"C 74 165 16621n訴 2003 

1<1.3 n 147 1726 2168 

14.9 73 150 1441 2023 

15.5 73 160 1904 1945 

15.3 71 133 1398 2007 

14.2 77 1513 2312 

による。

る程度

る。最

11m考

なお

ザコよL、Fうし

し

間最大民速は，

，いろま・でもなく，昭和34年9見26Elの

それであって，名古屋市部i互の設大風速は， 37m，

.7m 左記録され，名

したわけである。このよう

ならず，東海3県にまたがる大規模なも

不興 3，300人をこ

のみ

みで死者行方

にのぼるものと

定で強力

予

しては，

， こhiこょっ

るといわれてL、る。したがって，泣代工業の立

しく整備されたことになる。
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第3節工業用地

名古屋地区の工業用地としては， 8号埋立地の南但1]，知多半島泊いに，南

部臨海工業用地 17，000千Id，庄内川河口から鍋田干拓地にいたる一帯に

16，600千nfの西部臨海工業用地が，それぞれ造成されることになっている。

いずれも海面の埋立であるO 名古屋市では，明治40年第1号埋立地 (134，555

坪〉が造成されてから，昭和17年第12号埋立地(109，656坪)が完成するま

でに，既に 192万坪(第8，第9連絡地および第10号地埠頭を除く〉を埋立

造成した経験があるが，今日の技術水準の進歩によっても今後1.000万坪の

用地の造成を行うことは，そう簡単ではないといえるであろう O しかし，わ

たくしが現地を視察したときには，景気調整期に当面していた関係もあっ

て，南部地区の用地造成はやや進捗がおくれているということで、あった。な

お，名古屋南部地区の用地は 4区にわかれており，そのうち，第1区には

愛知製鋼，名古屋製鉄化学，東邦瓦斯，石原工業，日本セメントおよび三菱

セメントの 6社進出が予定されており，第2区には，東海製鉄を中心とし

て，大同製鋼， 1番跨耐火煉瓦，久保田鉄工，富士三機鋼管の 5社の進出が内

定しているO また第3地区および第4地区には，出光興産のほか20社が進出

を希望しているといわれているO

この名古屋南部地区における工業用地の確保に先鞭をつけ』たのは東海製鉄

であって，この会社は，昭和33年9月富士鉄が地元財界との共同出資で設立

したものであるO その意味で、は，完全な誘致企業ともいえないが，富士製鉄

が，この地区に進出を決定した直接の動機の 1つには，地耐力がよく，地質

が第3紀層で丘陵地から海岸にかけてゆるやかな傾斜をなしていることが，

欽鋼業のように重量設備の多い企業にとって有利であるためといわれてい

るO 東海製鉄の工場誘致は，第 1期(昭和38年11月〉設備計画までに， 105 

万坪，最終的には， 185万坪程度が必要とされ，その外に工場隣接背後地7

万坪が関連工場のために確保されているわけで、ある。

ところで， 11召和36年春から埋立を始めた東出製鉄は，同年11月には，工場
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敷地の 1部約75万坪(約250万nf)ーこれは第21R230万坪の総面積の約3

分の 1に近いーの造成と月産能力 3万トンの薄板冷延工場を完成して操業を

開始し，昭和43年3月の第3期計画までには，年間粗鋼生産能力 300万トン

第 5期の最終規模では，日産2，500トンの超大型高炉5基で年間粗鋼生産能

力は 500万トソ(完成期日は昭和49年と推定される〉となっている。このよ

うな東海製鉄の積極的な操業開始に伴って，先ず同社を中心とした鉄鋼一機

械コシピナートの構想、が計画され，特殊鋼メーカーの大同製鋼が東海製鉄の

南隣り第3区よりに約35万坪(約 116万ni)の敷地を確保し，東海製鉄の高

炉運転(昭和38年3月〉とともに東海製鉄から溶銑を供給してもらうばかり

でなく， J.J1jに電気炉および転炉を建設してスクラップの利用も計画し，かな

り弾力的な原料対策を考えているようであるO また三機工業が富士製鉄と合

弁で設立した富士三機工業は，東海製鉄の工場敷地内に東海製鉄より銅材の

供給をうけて継ぎ目なし鋼管および電縫管の生産を行っているO 久保田欽工

および播磨耐火煉瓦は，いずれも富士三機工業と同じく東海製鉄の敷地を借

用して工場を建設し，前者は鋳型と定板を製造し，鋳型は東海製鉄の銅塊ケ

ース用資材として供給し，後者は東海製鉄の高炉用耐火煉瓦を供給するわけ同

であるO このほか第3区にそれぞれ単独で、20万坪の用地を申請していた石川

島播磨重工と名古屋造船とは，興銀その他の斡旋で共同出資による新会社名

古屋重工を設立し，製鉄機械，化学機械など陸上機棋を中心に船舶の建造修

理などかなり広汎な事業計画をもって発足しており，同じく第3区に20万坪

の用地を申請している小野田セメントは，東海製鉄から鉱淳をゆずりうけて

高炉セメントを製造する計画であるO

東海製鉄を中心にしたいま lつのコンビナ{トとして想定されているの

は，製鉄一化学コンビナートで，コークス炉から発生する C.O.Gの利用を

めぐって各企業が進出しようとしているわけである。既に第 1区には東海製

鉄の親会社の富士製鉄，東亜合成，東洋レーヨ γ，東洋高圧の共向出資によ

る名古屋製鉄化学が，昭和36年 6 月に設立され，その用地面積は約 40 万 ~F

(132万nf)で，東海製鉄の第l基高炉の完成(昭和38年3月〉を侯って操
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〈昭和43

出をど

業が開始される

3)ヲ〉の C.O.G

しているゼネラ

しているとし、われている。

るカミ，いまのとこ

と交

名
いん

ジモコラ 2 以上の 2つのコ

ソピナートで、しめられているとし¥?ても

1 

いがラ第3 品

し

の ている ，詰j述し丈ニゼネラノレ物

コソどナートで，負~4 誌の中心

は， の石油化学コンビナート る。ニ

しているらしいがコの

ンピナートとして

罰されるのは，ゼネラ

2者によ七べると小さし

p コソピナ…ト りながらもー誌のシート

ていたのに，ヌド地亙で、は，全く

な、っているということである。第3lKおよび第4区に進出

以上のなンピナートの系列なしめずと次のごとくである。

~tしてし、る

出光糸石油コンピコシ…ト

必ネラノレ立 (30万坪

三井化学 i…対立イン
東洋高圧 (40万灼f)ーイ (15万坪〉

i一信越化学

出光興産(1007J坪)-[ I日
東洋レー沼ン ト;日本夜達
三友混合成〈紛万J平〉…東邦理化学

一東邦瓦為rr

三三井系コンビナ…ト

げくにこ1./しら ど なっている ると，会~2 区の東

り5，600丹となっているO

る八路製鉄の:Tr-当り 4，800円に比べると]おし州、れども，

3区の元地縮格10，500円および搭5lKの元地語格2方舟に比べるとはみ
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かに低廉であるO しかし，第3区および第4区のように，これから完成を見

る地区では，資材・労賃その他の工事費の増嵩から，おそらく東海製鉄と同

じ元地価格が許されるかどうかは疑問である。この地区の用地造成上の問題

点の 1つは，他の臨海工業地帯と同じように，漁業補償が難航していること

である。すなわち，第1区および第2区は，合計32億 4，700万円の補償額で

漁業権(区画権および共同漁業権〉を放棄したが，昭和37年から 5年計画で

埋立て造成を目ざしている第3区および第4区については，次のような理由

で交渉が難航しているといわれているO

(1) 補償額算定の基礎資料に食い違いがあり，県統計による漁獲高〈名古屋周辺昭

和34年度で14億円〉に比べて，各漁業協同組合の推計は，約30~40，9b程度たかい。

(2) 第2区の東海製鉄の漁業補似'問題のとり扱い方法がまづ、かったことからの反

省，すなわち，漁民の感知ぜぬ聞に企業誘致が促進されたことから当初坪当り

1，000円と予定されていた東海製鉄用地の補償が，追加分をふくめて約3，000円

近くなる見込みから，この追加分は，既に元地価格の決定している東海製鉄に転

嫁ぜしめるわけにいかなくなっている。

以上のような事情から，名古屋南部地区の用地造成の直接の管理機関であ

る「名古屋港管理組令」は，かなり窮地に陥いり補償の見通しがつくまで

は，第3区および第4区の工場配置は決められないと見ているという O この

ように，漁業補償の見通しがつくまでは工場配置は決めないというものの，

これ以上補償交渉の妥結がおくれると，誘致企業の事業計画はなりたたな

くなる虞れもある。だからといって，前述した東海製鉄用地の補償追加分

(2，000円〉を雨余の埋立地の元地価格に転嫁していくとし、った安易な方法

とはるべきでないことも明らかである。したがって，元地価格の決定にあた

って，できるだけ公正な柿償額を算定することは，いずれの用地造成にあた

っても不可欠の条件であるといわなくてはならなし、。

第4節工業用水

伊勢辺、の臨海工業地帯を中心として工業開発が進むにつれて，工業用水の

需要は，急激に増大することが予想され，また名古屋市その他の都市人口の
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増加と生活水準の向上に伴って，

して，'d り されているのは，

141 

れる。これら

i淡に利用するものである。すなわわ，

流用水に支障をきたさない範関内

ら下

して愛知ffl水の幹線水路

しようとするもの

の3 るものである。各知の

t.，次のごとくである。

第 3~緊

苦'-ji]jjJ鈎別

第 1 刻
.... ..;， 'lJ'r..乙五え

第 2 1持 知名IllJ古多，屋綴町浴須賀，土町聖，子 ! 259，200 ム142，798I 

第 3 ;WJ 259，200 3，670，000 

計 604，800 9，190，284 

備;fg嗣 〈綴37)による。

この

古屋市工業用水道がある。この用水道は，名

15，983 

14，159 

15，195 

でしふうすw

i 36.4~39.3 

i3告.4~41. 3

ほかに名

と

その鶴部に[活発'd として給水されるもので，第 1

期工事としては， 7万トソセ内J11より耳元7J，し，既にごと事は宛7している

が，第2芸去の拡軽工事として，昭和36if-4月よりH商務139年3月

給水話線13.3万ト している。これは下水を再浄化し

るもの る。

ところで，名 よると，

ソ， 他議了仁!コ心としたコンビナート

は， 62万トゾと し，

ト

45生存に

にほ十ぎ-;:
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第 53疑 東海製鉄の埼カ使用食

14，400 

20，600 

35，000 

23，000 
77，000 

100，000 

28，800 

40，200 

69，000 

46，000 

95，000 

141，000 

i手佼 KWH 

43，200 

62，800 

106，000 

5合，000

131，000 

210，000 

この表によると 2 京臨製鉄のみで，昭和40年には，約14万KWの社;;

することになり，そのうち10万KW近いものを中部電力より供給されること

になる。コンビナートのその他の も漸増していく

あるから，中部電力

ならない。そればかりでなく，中部電力の

あることを注目しなくてはならなし、

第 5節交 i議

臨海工業の開発につれて，生産および出荷が増大すると

よび畿品の輸送の開題は大ぎな問題ーとなってくること

中心とする交通網は，道路，鉄道，潜湾とも

らないことはいうまでもないc 名

業道路の建設は，とくに愈を要するものである。

(1) 

るとL、わなくては

ても

る。名古

されなくてはな

としては，名言殿鉄道常清綴があるが，これ

ので， 11変令複綴化vても禁物のi論議カさと将来期待するニとは
言ヨ難なので， 2 培和40年設完成を設標とし

から南区i竜森町までの約4kmの名予言屋東港緩急f建設し， さらにこ

して会南部臨海工業協講を結ぶ南部臨港線 (5.5km) が計総されている。

名古室東港釈には， られることになるが，またこの
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港線の途中から分11皮して東海道線共和駅乃至大府駅附近を結び，そこに二次

操車場を設けることも考慮されているO なお，西部臨海工業地帯について

は，現在の国有鉄道西臨港線(笹島駅ー西名古屋港駅1.2km) を延長する

のが最も便利であると考えられているO

(2)道路

南部臨海工業地帯と名古屋市とを結ぶ幹線道路としては 2級国道名古

屋・半田・豊橋線がある。しかし，この道路の両側に，延長21km， I幅員11

~24kmのバイパスを昭和35年度に着工， 昭和45年度までに完成する計画が

実施されているo 2級国道名古屋。半田・豊橋線は，国道 1号線に接続する

重要な幹線道路であるにもかかわらず，名古屋市内においては，幅員は殆ん

ど2車線だけというところもあり，市外の部分についても，平均卒道幅員

5.5~6.5mにすぎないところもあって，増大する交通量に対しでかなり狭陸

となっているので早急に拡幅工事が必要とされているO 他方，名古屋西部の

臨海工業地帯については，まだその開発が緒についていないが，昭和34年よ

り本格的な工事に入っている名四国道(総延長38km， ql)i'i員16~37m) に接

続することが最も経済的であると考えられる。

この外に臨海工業地帯の開発に伴って考慮を要する道路計画としては，埋

立地連絡路の建設と環状線の建設問題があるO 前者について見ると，埋立地

は，水路によって数ブロックに分断されているので，相互の連絡がきわめて

不便な場合が砂くなし、。水路幅が小さく通航する船が小さい場合は問題はな

いが，この地帯の埋立地は，水路幅が相当長いもの C1km近しう も予定さ

れているので，船舶も大型のものとなるので，埋立地聞の連絡は，水中トン

ネノレの建設に依存することにもなるであろう O また，臨海工業地帯は名古屋

市の南部および西部に位置しているので，都心とのsf:i離がかなり速くなって

おり，且つ名古屋市自身が内陸部へ延びて発展しているところから，これら

の臨海工業地帯と内陸部とを結びつける環状線の設置がのぞましく 1つ

は，内~\IJ小環状線で，名古屋市域内で東部丘陵の中腹および矢田Jlj，庄内川

の内側に治い下辺は名四国道をその 1部とする環状線で、あり，いま lつは外
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昭和12年

32 1，084 2，656 1，026 6，430 7，456 

33 1，105 2，366 3，471 897 5，491 6，388 

34 1，380 2，823 4，203 1，216 6，8号。 8，106 

1，702 3，856 5，558 1，733 9，614 11，347 

1，775 5，118 6，893 2，186 10，830 13，016 

3，842 13，555 17，179 5，604 16，849 22，453 

昭和36年の統計によると，ここれらの良品のうち，輸出品の主なるものは，

掬磁器 (36.3%)，および率腕 (30.0%)で，次いで機誠く6.5%)がある。

これら 3つをあわせると72.8%になる。これに対して，輸入品のまなるもの

は，窓木 (26.8%)，石議製品(12.8%)，綿花 (8.6~五)，雑穀 (8.5%) な

どの際材料であるO また移出品の主なるものは，際磁器原料の土石 (29.9

%)，貯油揚よりの時移出である石油製1i[i!1(10.8%)，符じく持移出の

くら.6克)，移入品めだなるものは，石器製品 (30.0%)，石炭 (25.8%)，ごと

お (15‘0%)および鉄 (9.20%)などである。

の貨物取扱お;器全見ると，内際貿易に比べて外患紫為の伸

展率が大きく，しかも輸出入のアンバランスが大診くなっていること

しなくてはならなし、。既に頭手1]36年7月におし、て，名古寵i巷の滞艇は， 343 

のぼり，従来の 8諮を上想るといわれてし、23程名

ちおくれているので，

く必婆としているが，

あって，

とになる。玄たこの

名

については，名

えるで、あろう O

ょう も早

ましい

J:なみものは， るiJ~， 

しているの

ることが多望ましいともL、
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第2章束三河工業地帯の立地条件

第 1節概 況

この地帯は，愛知県の東部にあって，形原町以東の渥美湾一体の豊橋，豊

川ヲ蒲j郡および新城の 4市と宝飯および渥美の2郡を擁する地域で，その面

積は， 759 nfで、あるO 後方に三河山間部が迫り，東は静岡県に接し，西は西

三河および衣持Jj地域に接しているO 県下三川の 1つといわれる豊川がこの地

域の中央部を渥美湾に注ぎ，豊川流域にわずかの平野部があるほかは，大部

分は正陵ないし台地で， 400 m内外の山となっているO この平野部の沖積地

は，新旧三段の段丘からなり，左岸では上位二段の段丘は一宮町北部までの

び，南は下段の木野ケ原が広がって豊JII市がそこに位置しているO 一方右岸

では，豊橋市街地につづき高師ケ原，天泊ケ原の上位二段の段丘団が広がっ

て渥美半島につづ、いている。 渥美半島は，聞に向つてのびているが，半島の

基部l主弓張山脈の延長で，大部分は，秩父系のチャートからなって，大山を

はじめ，標高 200~ 300 mの山が点在しているO 半島の先端は，有名な伊良

湖Illfflで速く四方に志摩をのぞみ，伊勢湾および渥美湾の要衝をなしている。

この地帯の中心の豊橋市は，名古屋市より60kmの距離にあり，また東京か

らも 300kmの距離にありながらあまり開発は進んでいない。すなわち，戦

前は，繊維工業，窯業，食品工業のような軽工業が中心で、あって，戦時中一

時軍需工業が建設されたが，戦後はめぼしいものとしては，東部製鋼，ネljl鋼

電気，三菱レーヨンが誘致されている程度であるO 豊川市にも海軍工廠あと

に，新東京イソライト工業，旭可鍛鉄などが誘致されてし、るにすぎない。こ

の地域は，さる昭和38年，新産業部市には指定されなかったが，工業整備地

域に指定されることによって，にわかに脚光をあびることになったもので，

今後の工業開発が大いに期待されているわけであるO 以下この地帯の立地条

件の特質を述べることにしよう O
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第2節気

，典主1的ないわゆる

れているといってよし、年平均気温は，

らゆる気象条件にめぐ玄

，山間部モ10~工会

<C， よび半島音!れま15<C るといわれている~

と

主主およ

も氷点を下らないといわれいといる。主要地区の月

と次表のごとく 。

6 

3

7

5

 

lとよる。

よると，降水最は，年間丸000mm程変で， UJ間懇ではやや高く

2，600 mm以上となっているが，平明.部および臨器地域は， 1，500 mmiない

し1，700mmとむしろ寡南型をなしい亡いるO

る災害についてJもると，

よび昭和20年の寵海地震によっ

、ては，

1部に家屋倒壊毒事

たほかは，今日まで地譲による災害はないといわれている。風水害と

くに台風の被害については，これ交で，諮手j]28年13号台試による!臨海部の被

と昭和34年の伊勢湾台風による被害が大きなもので立ちる。すなわら，前者

田

955~970 芯lb ，

は，昭和28年9月25日

もので，

f議濁設大風速39.9mjsec し，そのために岡原?
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が標準より1.20~2.00m も高くなり，これらの泊岸では，延長 2 ， 558 mにわ

7こって決壊し，死者25人，負傷者233人，家屋流失全半壊3，643戸の被害を

うけーたものである。したがって，海岸堤防の復旧に重点をおし、て復旧工事が

実施されたので，伊勢湾台風の被害をある程度緩和することができたといわ

れているO 昭和34年の伊勢湾台風の被害は，死者30名，重軽傷885名，全壊

戸数2，035，半壊戸数6，292で， 13号台風に比べてかなり大きな被害となっ

ているO これに対する高潮対策については，昭和34年度より昭和38年度にわ

たり，恒久的な対策が樹立され，宝飯，豊橋，田原および福江海岸について

は，堤防波返しの高さは，台風期平均n時間i位に偏差及び、波高を加えた高さを

基準とし，堤防の表護岸，天端，袈法ともにコンクリート被夜を行ない波返

しを設置するとともに，とくに重要な地匹については，鉄筋を捜入しヲまた

全壊堤防には海底元地盤にとどく長さの鉄矢板またはコンクリート矢板を

打込んで、堤防の強化をはかったわけで、あるO これらの護岸工事の延長ば 3

32，700mに達する計画で，工事費は， 1，287，258千円であるO このほかに，

蒲郡，豊橋，福江，倉舞および西浦の各港，その地の漁港についても，かな

り大規模な高潮対策が実施されたわけで、ある。

第3節工業用地

この地帯の工業出荷額は，昭和35年には， 911億円で、あったが，昭和45年

には，既存工業分 1，496億円，新規工業分2，686億円あわせて 4，182億円と

推定され，昭和35年に比して約4.6倍となるO このような工業生産を達成す

るために必要な工業用地面積は，次表に示すように， I臨海部組立 1，166.7ヘ

クターノレ， 内陸部1，425.6ヘクタールあわせて 2，592.3ヘクターノレであっ

て，このうち海面埋立面積は，昭和39年度着工昭和43年度までに造成完了の

見込みであり，内陸部増分425.6ヘクターノレのうち 367.3ヘクタールは農地

転用による見込みて、あるO

さらに上記の工業用地の内容を見ると，臨海部の用地造成は， 4地区-i二分

れているが，規模からすれば，事jl野地区が最も大きく既存の東部製鋼の鉄鋼
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然 10表 束三河工業地帯のこ[議刃 j也

ヱ

~Ml 

中一句
bnμ 

火力発電など される見込みである。その

次の塩沖地院は，主として木材工業黒地と予定されている。大洋地ま，

よる拡張用地であり，間際j我阪は，鉄室露関連産業，

被，芸誌梁などが予定されている。内陸部は 6 むこわかれており，そのなか

きな 100ヘクタール以上の用地は，抑問川周辺地阪で

よびB本鉄帯用地と予定されているO それに次いで、は，

し、1うしここf;乙もと

く工議惚様化されるものと見られているO その他のよ也BJ主砲 L

のものである。

単位会話

土曾 53 、

1， 166. 7 

425.6 

1，592.3 

〈昭38)による。

}-

総議室長 回 原 20.0 lla 鉄鋼関連，重脇被，

1* 野9 940.0 高炉製鉄，製鉄化学p 火力発援

大津島 75.0 i潟炉製鉄

滋 浮 13.1 オミ 材

計

内 部|新 絞 26.2 ゴム製品製造，

1幻品三Lム Jf[ lO5.8 一殺後核，

災二 61.1 総送沼談?渓

音 羽 10.0 弱電談誠

梅田川周辺 203.4 鉄鋼，非鉄，

Jf[ 19.1 重電F 弱溶，

425.6 

続浮き‘ よる。
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以上のような工業用地の現状であるが，臨海工業地は，愛知県が事業主体

となって昭和39年より工事に着工しているわけであるO その元地価格がどの

程度になるかが問題であるO 内陸部の工場適地は，殆んどが豊川下流の段丘

または扇場地帯にあるので 1 部を除いて地耐力も 20~30t/nf以上で，元

地価格も坪1 ， 000~5 ， 000円程度(昭和37年〉といわれている O 一般的には，

内陸部産業の場合には，地価が最終的な立地決定因子となるので，坪3，000

円以上の土地は，企業誘致が困難ではないかと見られているO

第4節工業用水

この地帯の工業は，これまでは次去に見られる通り，軽工業が多かったの

で，地下水に依存するところが多く，そのため，用水型の工業の立地が見ら

れなかったが，今後はこの地帯の工業開発が進展するにつれて，今までのよ

うな地下水に依存するものは困難であって，当然工業用水の供給を仰ぐこと

が必要となってくるO そこで愛知県が事業主体となって策定されたのが豊川

工業用水道であるO

第12表 水種別工業用水使用量

f丞 5J1j 使用 程 別

年
一
料

ハペ
υ

-

q
o
m
 

nHHU

圃

古
小
田

昭
一
一
周

/
L
圃

使

上水道

地下水

71，775，644 

38，734，216 

海水

不足水量

643， 8991lt!Y 

736，800 

6，838，599 

総使用量 111，890，569ηt!Y11 河川池沼水

(f/!j考木表は束三河工業開発中央専門調査委員会「束三河工業開発の概要Jによる。

この豊川工水道計画は，農業用水および上水道をふくめた豊川用水事業の

一環として計画されているもので，その第 1期計画は昭和38年4月より昭和

43年 3月までの 5ヶ年計画で，給水能力は 227，000トンを予定しているO 取

水については，大崎地区は，東部幹線より淡水湖を経由して 1日平均63，838

トンの工業用水の供給をうけ，御崎地区および浦郡区地は，西部幹線よりそ

れぞれ64，515トン， 28，767トンの工業用水の供給をうけ，和11野地区は，牟目
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用水から71，406トγの工業関水の供給きどうけることになる。これら

水計画に喜きする経費は，統ね24翠3，000万円にのぼる見込みである。なお，

の表流水さと来IJJ苓する上水道整欝計額は，第 1期計欝としてtヱ，

よ

トン~摂途と

議竣市，

話的を以て昭和38年から 5ケ 給水龍ブJ101，000 

られている

、ては，さ

で‘ 日長514，000トン

2期として，龍寺1143年かららケ

うこととなっている。この

されて，豊議T札殺JlI市，

も及ぶことになる。 2 の工業用

水の水源は主として盟JII ことになっている

，，' 
り

1=1 (700 nf/s巴c)，

75i車:といわれている。また上水遊についても，第2:期計露として，昭和42{fゆ

から時年にわたる相当長期の計揺が策定され拾氷能力もあらたに 157，000ト

ジが増大されることになり給水匹設も工業用水と同じ区域に拡大されること

になっている。

第5館電 力

ように，愛知県工業府議カの需給は，昭和40年にはノミランス

がとれるが，中間年次の昭和40年あたりに大きな議蕗があることが指摘され

ているO 中部電力では，それに照して地域怨の長期計爵たてているという

ことで，この地帯についても，さしあたり誠存の玉川変電所(1次変電所

150/70 KV， 2φG万KVAx2翠j喬市よ下川町所在〉令昭和37年米ま

KVAのよ活設が粁たうほか，関市立工地区i布こ 70/6KV，3，000KVAx3の

い将来はさらに1O，000KVAx 3を増設する計画である。ま

た送電線も設機市内で、7万KV計61ヨ畿を昭和38若手中に:l:韓議するほか昭和45

されているi臨海工業地帯については，大規箆 (100



中部総滋工業主主帯の立地条件伊藤 155 

KW以上〉火力発電所建設の斡認を怠っているといわれているO たしかにこ

のよう ネノレギ ること って，

大規模な 都市ガスなどのエネルギー

とじ亡，電力，石油， などのi夜体

撚料やブ口セスチームなどの うことが可能となる O

なお

J二次のごとく

をもっていること

とたっている C

変電所名

玉 )11 

:[ゐ~ 'Hま好pJ5 

;君主 間

向 11I 
:tfo. g 

野 国 i

備考オz表は

(1) 鉄

ら 一…，eν" 

第13~交 i主総 I朽の法力結設

主主 }]IJ 方包 安ziJ5え4 容 iF1ーLし 余

1 121，500KVA 

2 35，400 

2 33，000 

3 10，000 

3 9，000 

3 6，000 

(昭和36年収〉による。

5笛交 通

85，004 KW  

字谷 R同YL、 カ

ーくKW)

1，800 

2，100 

7，260 

3，220 

1，400 

V 

L- ，間有鉄道東海選本義がi臨海部会東霊祭に貫通し，盛橋駅から

分れて

へのびているO ま

し、る O こ

，-レ
ぜ4ふ、

罰府!択も

りで身〉る。

している。 ζれ

して

していることになる O この

と名
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務 ~4 表 京三河こに染地;日?鉄道の務況

主主 怒 武 4カ

営業主体 j玄 fjo¥J 人員 収入 発送 努5 収入
トy トン

思鉄 JII-$ 36，668 601 203，788 375，1吉8 307，176 

103，375 11合，028

名鉄 437，125 157，312 

1出;正a系l¥>l.た 126，271 45，588 

32，300 戸0，伊00伊7 4，937 

備考

iニ

「束三河:む長開発言t滋の概要Jによる。

る原材料およ
み

てコ

丹イとをはかるため，さしあたり されているのは次の

2 る。

1) 

設けて，これより

，年間約600万トン

そ約30U'A:Fl

2) 

るc

言途はi羽和45

ることにする。これに要する

h}ヱ， ところ昭和

るものとしている し、。

(沿道 路

1 との

ら?本地帯 ることが必要』てあ

るO 1 よ

"? 

G台回大務までのパイバスも るようであるo 2 

247号線は，紫謡、おj郡三ど結んで名寄塁市に達する路線であるが，抑津町地内

となっているばかりて、なく，舗装も不充分である。蒲郡

、では，将来ノミイパスの必要も籾ゥてくるものとおもわれる。本地



次のごとく

計) 2 

マ
心。

し、 ，台風その飽の災害の

ので，

九Vζは，昭和45年度ま

るとおもまフれる

る

し，新城以~Iとについては，同じく昭和45年愛ま

ることとなっている。

の11%にすぎなし、。

(口〉

p 
bつ

157 

る道路計画さどあげると

るたし

たしていない

、そぐとともに， 23ら

し ~C 2 

湖畔から

は，アz ザボ{トで鳥羽と連絡するわけである。その

っ畏招.5kmの改良をぎ子なうものである。事業設は約5億円。

361;怠円!な以っ

これは，

れ今

として，昭和必年ま

19km， 1福良50磁の道路交新設する。

と

4 

工

lインターチ品 γジとを

km， 11磁1i':¥.18mの

る

されているもので，

}II大崎線な し， UB和45fF>~ でに， krnヲ板員30mの

る。

(3)港湾

ib て， し、さっ
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ゆる

で，;:f.:i

る。
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の

し， とならん

ものであ

の滞日立は， とさすTl三十3.04m，昭和28

とき， +2.82mであったといわれているが，王子持水諮その詮

はよく分らなし、最多風向は，名古屋および伊良湖と関じく北々際であるの

しかし，季節約に見ると，表争以東方向が多く，冬本は剖または路北西方向

から吹き初めて北々 り，ついで二!ヒ方向 {成政jがつよし、。冬の風速

は， 20m/sεむをこえることは語ん <. ， 

も多いといわれている。夏の彦、しは，その反対に継続時開は短くなやている。

したがって三河港にとっても関係のふかし、風位は，国北西一北々聞である

と考えらh1S。

ijとさ河湾の期流は，福江および問擦問。近での議滋Ij結果によると，

いずれも北京に向い，それぞれO.l~O心6節/時様変，

2~3 持間後および低部設2~3 時間後に最高となり，

0.3~0.4お!P となっている。なおさ三両議南洋の縦江港外の最大有意綾波高1.7

m，滞期5.2s日Cで， この波の方向は，時近海岸の地形からj設定されるよう

?こ からのものと考えられる。しかも，この設は，

く発生しているので識j今までの災容は児られない。

より

らく吉邸調予李総近で~1. 0~1 禽

，福江港間近をのぞい

の現況~述べると，

るものは，

入， しカ~，

-4m， 

もの

ものに比べると甚だして小さし、。;必そ

ると見られている。ま

られないようである O

，遼湾沿い

，思和35年に約327J1、γである。その

古屋港仲継による

しめて;おり，いずれも

200 m)におしヨ いる。



中部臨海工業地帯の立地条件伊蕗 159 

と典。り，どちらかというと
、~

Q って，このまl!1方で諮費

される石炭，米穀類，土石?木材などを取扱っており，

り移入し，石炭は[11P，九州炭の

比較能よく

ンでふる

J: 

J 
b 

ト

こ;(T

てラ

よび立文教貨物のJ投資などを反映し

ど90%は，出OG/T未識の機帆船で，登板i港は，金

部が500G/T未満の機IBえ詣である。次に昭和34年の需港の

3，618 (う

くであるO

穀

括主

お

土

-tt: 

金

sE¥ 
木

?ゑ
そ

194隻〉で， その耳元扱貨物の内訳を

室経15茨 1ill:橋・浦郡滋取殺貨物最

移 げi 移

綴 ち

類 2，517 

占え・ 立ーク主主 36，593 

石・鉱 石 96，001 
メ ン ト 9 

成.I湾製品 51，258 

業; 。
J寸 類 5，619 

獲 物 O 

の イ也 5，122 

197，116 

と ごと

入

7，901 

204，678 

63，511 

782 

46，131 

1，495 

22，248 

16，752 

16，779 

415，147 

{占ミラ 「中部総勢i滋業主長護霊祭備計画 1961-1970J 
tこよるO

三部落の現況は，l;l、上述べたように，釘 まれてい

るにもかかわ iゴ

あったといっても

いの

1っとして，

るc その

おくれている長大の現出は，

されてい

としてi土，

さ

の

りであ

よび鉱
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路治地計闘の 3つがある。

的工業時計爾

約1，166ヘクターノレに及ぶ臨海工業地帯の開発とあいまって，鉄錨，石油，

電力などのコソビナート静成が予想され，とくにタソカ…，:::tアェやャリーア

，後述の航路治地計画が策鐙されたものであるつ

(ロ)高梁港許;環

の計醤としのは，地区郊に次のような施設が考癒:されている。

。神宮r埠頭神野主現立地南部に， 15，000 DjW級，水深一10m，
975 mな建設し， 200万トンの外貿貨物言ど取扱うほか，

して， 5，000 DjW級， 水深一7.5r沿岸遼4パース， 400m， 

500 DjW級，水深-4.5m岸壁9パース， 540m~ど建設して， 内貿貨物〈恩

材料，建設資材) 200万ト γを耳元扱うことにするσ しかしさしるたり，昭

和39年より として られているのは，水深一4.5m 9パース

540mと水深-5.5m岸議5パース500mにすぎ、なし、。

2) 御津埠頭訓洋地区;複立北繍に， 5，000 DjW級， 7l¥.深-4.5m岸賎5

ノミ…ス 300mを建設し，内貿工業原材料400トγおよび建設資材30万トソを

取扱うことにするο この計翻は，塩津埠頭と悶じく

みはなかったようであるO

3) 塩津埠頭 蔀郡潜坂洋地i玄関立地祐二{慰問に15ラ000DjW級，水深-10

2ノミース 360 m合計磁し，輸入穀類26万ト γおよ

トン，計54万トソを取扱うものとする。またこれに接続して5，000DjW殺，

水深-7.5m岸壁3パース 390m合計爾し，内貿公共貨物紛万ト γを取扱う

ことにする。

である。

lヱ，この

件般路および;、治地計霞

会》

-0.8~-12 m， II!屈員15m延長4，150m，

，水深 -5.0 富良部m延長800mにすぎないのでラ

総舶な00，000DjW~45 ， 000 DjW) 入浴をにするため，
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は， 11議員 400m，水深-16m，西部航路は，鱗員 300~350 m水深-12mの

航路の改良が必要である。そこでとりあえず縮和39年に誌滞都地区で水

-7.5 m60万

は，畳j前港は，

中央埠競拡路の隷設が行なわれる。また潜内rlHむとして

-4.0m， ，620nf， -4.0 

るが，昭和391τ1， 339 ，800 11.[ ，水深…4.0~ …7.5m ，防護91 ， 700

年より，前者については，水深 -4.5m，部顧問0，000nL水深 -5.5111，

面積乙000，000nfで現在の結1O{~ J;J. J:-.の拡張計絡が実施され，

は，現羽既に437，1nf余の稲積があるので多水深一7.5m，言語経70，000111'の拡

7 
Q る。

以上の

西部、半島と

入港するための伊良湖水道およ

られている。というのはき持水道とら

は， 50，000 D/W絞までの船舶

らびに臨海工業地帯訪波のため，

ること?こなってよりラさら?こ

と

きない現状だからである。

し，たがって，雨水荒誌は少なくとも騒民 800m，水探…16mに改良し，議上保

安の掃海航路と湾…にすることが主義ましいといわれてL、る。ともかく以上

のような三罷港の整備計聞は，まだようやくその惑についたばかりであり，

ぞれが本絡的な軌道にのっていくのは今後の課題といってよい。

第 3章 日 の立地条件

第 1部概 況

ロ
μ思 ，鈴鹿山肢に発するらつの河川， ，海識学

箆の河口に形成されたデルタ地帯に位置し気{侯は瓶i民

内怒，

2大

， " 、ずれも陸路2

のそ:む良港主fかかえている。凶日T石市のも

グループ。コソビナートの成立てどもた

札前E誌には，

ら どの地方特産物を中心とする
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かったものである。物論，戦前でも日本絞補予，大協石捨，

かったことはし 5 う支でもなL、。

なっ

日間i光をあびるように

よるもので，昭和羽目

dhてカ3ら

全く間話 し近代化学の 1 る。

ところで、， 1J1!13 中心とする工業地宇野の造成は，もともと

:t" l'テる の一環としてと

ち，昭和45年句

のうちわけーは， 関日市・桑名地[玄でふ781

穂丹、鈴鹿・亀山地底て、1，314 f意丹となっている。四日市・

のg壌は，三三議県全体の46.2%で，ユま準年次昭和34年の構成比64.9%

ると相対的には減少することになるが，ほかの地区が今後新規企業誘

としているのに比べると，はるかに有科な条件令髄えていることは

密違いがなし、。このような四日市市をやむとする臨海工業地帯の立地条件

は，どのような現状にあり，今後どのように5芸能されていく

るといわなくてはならなL、。

第16後四日 ~:r.~長;地区別生立差額の将来

単位百万円

~IJ 

白日子IJ'漆名地区 135，188 64.9 578，124 46.2 

鈴臣官'1'1l¥111 治 12，994 6.2 131，358 10.5 

津 1也 区 19，141 9.2 165，500 13.2 

松阪・伊勢地区 31，738 15.2 281，500 22.5 

紀州地区 4，913 2.5 47，385 3.8 

伊 予言 j也 fな 4，223 2.0 46，915 3.8 

208，207 100.0 1，250，782 100.0 

Fiji考本茨は三百2県「三JItj祭;炎;立!J緩淡計画J(ss和37年〉による。
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第2節気 象

昭和36年の統計によると，四日市市の年平均気温は15.8
0

Cで，名古屋市よ

りはやや高いことがわかるO 平均湿度も 72.89で名古屋市と大差はない。降

水量は1，824mmで名古屋市よりやや多い程度であるO 年間の快晴および晴

日数は 217IヨであるO

四日市

この気象に関連する災害の発生を見ると，名古屋工業地帯と同じく，最近

における最大の被害は，いうまでもなく昭和34年の伊勢湾台風のそれで，こ

の附近の平均風速35m，瞬間最大風速は53.0mで，四日市港の潮位も十4.55

mと昭和28年の13号台風のときの潮位+3.75mをかなり上廻ったわけであ

る。このときの伊勢湾台風の被害は，既に述べたように，東海 3県にまたが

るもので，三重県全体についても死傷者5，909人，擢災世帯73，283，擢災人

員345，336人，物的損害も約400億円にのぼるものと見られているO なお，

四日市港の基準面は，東京湾中等潮位より1.26m低く，平均満湖面より

2.315 m低くなっているので，将来の災害を防止するために，名古屋工業地

帯と同じように，高潮対策が計画されているO すなわち，東防波堤の 2，300

mの延長，旭防波堤450m延長および7l0mの誌上がし、ずれも昭和36年度か

ら同42年までの6ヶ年の予定で実施されているので，異常高砂!に対する災害

を充分防止することができるものと考えられるO
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科大協和系コジピナート

コンビナートの北方通称守っ湿地区という;盟立i11lJこ為るこのコ γどナ

判トは，大協和系石油，中部電力，大協和石油化学の 3お:からなる朗自

の第 20)コンビナートといわれている。この地区は， の

を以て 4 ;;s昭和36年10月に組立を完成したものである。

;;sと，大協和石油が16万:Lf，大協和布油化学が4万坪，中部

が7万坪，合計27万坪・である。このコンビナートが形成されるいとぐち

は，協和髄畿の努力によるところが大~\，、。すなわち，協和関鮮と大協和石

出資によってでき7た大協和石油化学は，

していたアセト γ多ヅタノーノレをナフサ分解にもとめようとし

るO 大協和石治の第2製油所の第1期工事分(5万パ

ーレIlノ〉は，昭和37宅三10月 たので， して他の会

、でおり，中部電力の発電機4基(出力88万KW)も工芸寄付コで

あって，太協石油化学は，大協手口石油からナフす?を蒸気・電力ざと

うけるわけである。ここ 自されるのは， SW法でナフサ分解し

てえられるよ乙チレγを全部ヘキスト法でアセトアノレデヒドに変え，これから

ブタノーノレとえークタノ…/レをつくることと， p p瀦分も，同じく全部プセト

ンの製造v::'向[今られることである。これまで繍蜜の線障でブタノ -1レやアセ

トンを製造じていたのに比べると，はるかに生産費が安くすむことになる。

また主務系コソピナ{トがプP!::."レソからアセトンの生産を行なわない

り，大協和系コンピナートと三三菱系コジピナートが同じ隠日市市で競令しな

いてすむことにもなる。

第4節工業用水

割以水と会共水道さと科用ず

るものの爵令が高く，反対に表、琉水と地下水に依存することが低いというこ

とである。とりわけ回収水は，東お4県のなかでもすぐれておりヲこの」

とは，工業用71えの令現告とj利用を現わすものである。



第19表 回収氷 の比絞 〔昭和33年〉

全 関 20.1;'6' 

愛 タI J果 23.3 

11俊 主急 県 5.3 

i液 r，7;) F系 4.6 

]ii: 9災 37.8 

係i考五議県「五滋9書長期経済会i爾jによる。

ところ-C'， RlIお

ヲ T

~こ，

e桑名 ，1 -亀山内地i哀を告含ずる

ると，

総需要撃の93%(245万ト γ〉は1m日市。

167 

ように，

のウニιイトは62%と高いが， 、では回収水のウニ£イトが30%となっ

ている。

地区各

国自前・桑名

鈴腿・亀山

言十

トン〉

回収水

781，2百2

31，106 

812ヂ398

iJfl白玉号 本手をはさ議j然総会開発オ文部r::lヒ伊勢j姦河工築地帯の遣さIiiIJ方針昭37)による。

このように議獲量のうち，おら万ト γは，

らなし、ばかりでなく，工業用水法の改正に伴う

段と工業第水への ているといわれている。したがって，

水道の建設についてはラ水利権の調整ならびに施設に対する

どその建設な促進す

用水を{臥:給すと伊勢]こ梁用水滋の第1議工事は， 7Jq原'2::堀木水淑三滝川伏

流水2万ト γ，潟浜7，Kt際鈴麗JlI伏、降水 37:ゴトゾ，併合て 6万ト

し，第2 4.5万トンにもとめ

るものでラ持工事とも おり， のものは， iミJI[
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の

トンにもとめる第3期工事があるが，

「工業j潟水10ヶ年計@jJC通産守護了

れだけではなお不充分な

の Uíß~てして， 向じ

ることが要く l{i耳ロダム とする務4

されている。

三渡 j奈 1 i桑名市回目前市

第21表

系議主体1;朗別|給水区域

ク 2 。
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汽
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ハ
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4.0 

4.0(予〉。

縦走き *茨は言霊j県総会開発本務 f北伊勢臨海工業地警の室生係方針Jおよび fわが

留の工業用オ(J1t滋儲10年計廊」による。

なお以上のほかこの地方の農業潟水として，牧田JIIおよび回布J!Iを水器と

して中思貯水地(者誘許水量1，800万トン〉から地域内に給水する

は，このうち15万ト γ

とじて鈴鹿，雨露日

るc 工場践の 1臼当り

として分水する計爵がある。給水地域立主

って， トソ当り主幹線は4丹の見込みであ

と次のごとく る。

第22表 〈単{位トン〉

大 協 石 ?ぬ
E /.示板硝子 ム000 500 

よそンサント 1t成 11，000 15，000 4，000 

イち 成 11 ，000 15，000 3，600 

玄海瓦 M化 10，000 3，500 5，084 2，189 

重 火 カ 1，000 300 1，000 240，000 

1ゴ 原 当~~ 3，000 3，000 21， 700 6，850 11，520 

護 紡 1，500 1，773 ! 

一 後 j定 イむ 6，500 23，600 95，500 

小野路セメント 200 
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8，060 
9，019 

1，100 

6，000 
56，100 
52，400 
700 
13，き00
3，600 
700 
9，000 
2，300 
4，500 

治

ム

潔

学

工

業

学

力

学

お

ゴ

七

七

ル

ぬ

く

十
市
ミ

j
t

，f

恕

工

治
1
H
a
J

化

モ

ロ
μ
H
m

の
子
m
m

石

市

岡

洋

回

会

下

一

向

波

中

平

和

水

分

一

戸

昭

日

昭
白
球
高
江
松
媛
大
四
日
平
東
一
一
… イ3ぞ

川

CI!B36)による。ヌド表~:ì:~ヒ伊勢臨海:ζ栄地帯開発協会{認玉誉

カ電5書官

よってその火部分が供自白

して午組コγピナートされているが，

である。 その規模は，位万KW4埋立地に西日

12 は問i) 
ゐd昭和38年11月，1 88万KWの大裂のものであって，

母4 3~号機は昭和39"'下 2 月月，

は 1~4 機あわせて出力は 341， 000 KWであるから，現在の電力供給力

， R走100万KWということになる。明和36年の践日市のtま，

するり105万KWであるから，

る。(22万KW)のみでは不充分のと今思阪市火力の4号議 1

している.5%を県外の電力に密俸電力不足の

150万KWの超大型375，000 KW  4 の引，

しみならず，しているので，四日

明る可能設もあって，

るとL、まっhている。

た上で芳三切って

るL
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第6節交 通

(1)鉄道

国鉄関西本線が四日市市を縦断して，中京と阪神を結ぶ貨物輸送を行なっ

ているが，市内には，宮田，四日市，四日市港，塩浜の 4駅があり，昭和

36年の貨物の輸送実績は， 発送 1，205，989トソ， 到着1，065，560トン， 計

2，271，549トンで，これを昭和32年の1，096，160トンに比べると 2倍に増加し

ていることがわかるO このほか旅客輸送のためには，近鉄名古屋線，三重交

通八王寺線，湯ノ山線，三岐鉄道の各線があって，昭和36年の私鉄利用者は，

30，445，919人にのぼり，これに国鉄分2，255，494人を加えると32，701，413人

にのぼり，これは，昭和32年の24，342，832人に比べると， 34%の増加となっ

ているO しかし四日市臨海工業地帯の開発に伴って，貨物の取扱量が増加

してきているので，鹿浜地区などの埋立地などの埋立地への引込線や操車場

の増強が問題となってきているわけで、あるO なお，国鉄としては，四日市一

津間の伊勢線28kmの新設線 (2，640百万円予定〕が計画されており，また

四日市より 11皮埠県関ケ原をへて滋賀県木ノ下へいたる線が調査中であるO

(2)道路

匹旧市市の貨物の陸上輸送の中心は，鉄道よりも道路に依存することが今

後漸増することは確実である。したがって，この観点から見ると，名古屋工

業地帯とこの地帯とを結ぶ名四国道は，いわばこの地帯の輸送動脈となるも

のと考えられる。この名四国道は，桑名県境から鈴鹿峠をへて大阪へ通ずる

国道 1号線のバイパスとして，昭和33年度から総事業費111億5，000万円を

投じて，前期5年，後期2年，計7ヶ年計画で，昭和39年度には完成の見込

みであるo 1級国道 1号線は，本市を縦断しているが，通過交通量も相当に

増加しているので将来市街地の山泊いにバイパスを設けーることも考慮されて

いるO

また現在国道 1号線とは別に，大阪 四日市開を最短距離で結ぶ2級国道

163号線(匹!日市一関町一上野市一木津UlJ-大阪〉を整備して 1級に昇格さ
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は，賠和40年には，全畿の拡稲舗装が，

路5ヶ年計嗣Jで予定されているわけである。この道路が完成すると，

のほかに，回目

怒れ，中部経務諮と阪神経済閣との結びつきが

ヲ

<;)0 

されている。この蕗揺れ工， とイヅタ

チェンジされるので， である。さら

されてL、

した大忠臣遊とも競合するおそれもありうるとおもわれ

に，名 日

るが，これはラ

るC しカミL 20:er.， 

tこよって，

すてて c

1 

南半分と

きりかえる可認笠もないわけではない。

として， るが， !.主

いうよりは伊勢恋摩爵立公留などの摂光道路としての

る。なお，昭手1134年に 1級罰道に井格した42号線は，

うて和歌山市にいたる るが，諮問 より

連絡しているわけであるO

(3) 議

日市港は，古くから近海の物資の集散港として，伊勢湾露ーの護持とし

て手違法し，その後昭和の初め名古屋港にその結合ゆずるまでz 京浜，京阪へ

の仲継器として

，明治7

務治34年には，

しめていたものである。 すなわち，1mお

より， I日港の修築工事が完成iされて以来

されて貿易港として国家治性格合もつ

ようになり，明治43年から本格自せな築工鑓修築工事にかかっ，さらに昭和4

年よりは第2濁工事にうつり昭和11年にその完成を見て近代的港湾としての

形態を整えたわけである。このよう

への仲継貿易とし℃

らは，主として

とともに，京浜，

てか

としての斡格を・つよめ
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るようになったものである。この となってし

中心として発達したもので，説日市港は，その涼純である

として知られるようになったものである。

，第2次vt界大戦以前にも，おヌド7援鳴子，お際競業などの近代的ヱ

， 113海軍;燃料緩践の約 165 nfの土地をや心とし

て，いわゆる主務系コ γピナートが形成されるようになると，各企業は，専

患の港湾施設をともつようになり，現在なおこれらの近弐工業の発燥に部悲し

紡績は，

S泉:{E，

て，銃蕗および泊地の没波多埠頭の増設など港湾の整備をいそいでいるが，

昭和幻年特定重要港湾の指定をうけ，三盤j思が正式にF法滞の管理者vこなゆた

とが，四日

次に匹!日

1 
マ
屯)0

ると， お市就路は，水深-9

654.5 mで、あるが，吋ソモスタンカーなどに備え

て，立なお前航路は，水深…16m歪幅員300m，午起航路は，水深-12m，

200 mに拡張する Cとが予定されている。また治地賠絞は， 1，965，384 

，そのうち，水深…4.0m未満の 913，54411fは，小援船舶用で，のこり誌

全部大型船舶用we，その内訳は，水蒸-4.0~-7.5mが 436 ， 75 rrr， -7.5~ 

-9mが363，960rrL -9 m以上がし164，672nrである。しかし，今後の

開発に伴う梅錦の科沼に鏑 っており，

!日港波探として21，824，000 

位，000111が計間対象となっている。四日市還の防波憶は本格的のものは，Iむ

防波堤 (956.4m)しかないので， これを 450m総長するとともに，塩浜航

路をはさんで東訪波堤ふ300mを建設する計麟がなされているO その{志の主

なる裕階整備の科用状況1r:見ると次のごとくである。

これには A然感延長1611n， ノミ…ス能力1万5千トン3

2'16.8m，バース能力I万トン級1箆， DE!会橋延長236.2m，

ノ、一三九泌1.11万ト γ級1援がある。

(ロ) 弟、2均渓〈祭営〉これには，

}
 
f
 

J' (
 

190‘o m.ベース龍カ17子5千トン綾
1裁がある。

付銭31卒頭 cl果'霞〉これはIJ、型船100トン6隻のパース 182.4 1品である。



科 物揚老母(1祭最ぎ及び市営〉これにはよ食主主 (3202.12m)と市営 (960.91昆〉の2
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つがあるc

腕 これには，大型給尽に，日本絞鶴子 (53.3m)，小野白々メント

(49.211~)，石絞殺栄 (U1. 6m)，大協お治 (51. 0m)中議長電力 (123.311t)， 三蕊

化成 (27.7111，)， 昭和四沼市石油 (522部〉妻小型船用に，日本絞干尚子 (36.41/1)，

(33.011L)の各社専用のものがえるるo

J;U:のよう

して見ると全く ること:ヱ，

問 よって，

よってもi児らか℃、ある。

務23~繁 郎日市港の貨物取扱実絞

事会 移 iij 官年み詩、 務 入

昭和 12 223，601 1，382，479 

31 856，516 2，156，0号S

32 906，694 2，672，043 

33 1，444，265 2，907，045 

34 2，192，102 3，855，223 

35 5，292，316 

36 5，984，530 

'Ým~号ト 本茨は鶴間市街役所，四 〔昭和37剤約による。

コンピナートの完成によって，今後の}険移出

ものと考えられるが，日現和37年に策定した

耳元故意の縫計は次のごとく昭和36年の

〈ヰi{'立トン〉

1，606，080 

3，012，612 
3，578，737 

4，351，310 
5，047，325 

8，061，713 
9，018，883 

いく

よると，昭和45年の貨物の

ると，突に 2倍以上の増加

であって，既存の

なわち，さ

よほど強イじしなくてはならないとおもわれる。

中心に計額をすすめている

が，そのほかにも，東町地慌の 125 mの

しているようであえら。

も， ii努業港に比べるとラ

今後の取扱貨物量の増加

ハース

るものとすれば，

るものといってよし、Hこコシピナート

ろう。

しており 2
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きお2H受 閤日市滋貿易の将来計回 単位万トン

附和 36年 昭和 40年 目白手口 45年

総 TI可>: 896 1，467 2，150 

内 資 302 557 日，370

タト 貿 594 910 13，130 

能 カ 900 1，400 2，100 

Ii!J;~ Viii:4手、 r~じ伊勢臨海工業地殺の整備方針J による。

む す び

以上の立地条件についての調査から今後の問題点てど指議することにした

L 、。

1. こここにとりあげた3つの

とかいわれている地裁にあって，

っている。とりわ;ナ

とカミあるL

関連をも

，名

て

るものといえよう。

しているけれど

の長期経済計燃に即応

うもとより政府

官、t，-
a九 I~

4沿 しているために，

o こぷ)2 

の にマッチしたものであるが，街地計画のプブターケーア

ると， 、ち早く，昭和37年に策定した の

アフタ…ケープ念行なづている

てし、ないようにおもまっh~o

は，たしかによ述。コ

して， ， ;1:1:ごアフターケー7

ともかく，これら 3

えらj工る会~，. 。i技場。三

も

しても，厳密な溺:味で統一イヒさ

き上っているわけーではなし、o どして

ると

、o J;こ として

3 どのように しあっていくかによって，
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工業開発の構想が変化し，したがって立地条件の整備にも変化が起ってくる

ものと考えられるO 既に実証的な哀づけは，産業連関表の試算によって行な

われたことがあるが，今後は一層精紙なその分析がのぞまれるであろう O

2‘ 工業用地の造成については，名古屋南部および束三河は， さしあた

り，いずれも海面の埋立が主体であるのに対して，四日市では，海面の埋立

と平行して内陸部の用地造成が計画されてL、るO これらの用地造成について

は，愛知県の場合は，県と市を母体とした名古屋港管者組合のような組織が

中心となって，県，市および隣接町村と有機的な連緊をとって卒業を推進し

ているのが特徴的であるO ただ隣接町村のなかには，財政能力の低いところ

もあるので，そういう町村との協力態勢をつくるのに支障がないとはいえな

いようである。四日市の場合は，用地造成の主体は，県となっているため，

四日市市との協力態勢は，ほかの 2地帯ほど緊密ではなさそうであるO 勿論

これは，調査当時の印象によることが多いので，筆者の杷憂に終ることをの

ぞみたL、ものであるO

3. 各地帯のうち，四日市工業地帯は，一応コンビナート形成が確立して

いるのに対して，ほかの 2地帯は，進行中ないしは全然、未着手といってよい。

名古屋南部工業地帯では，東海製鉄を中心にした鉄鋼一製鉄化学一石油一石

油化学一電力一造船のようなコンビナートの構想、があるが，住友系の競合が

行なわれてまだはっきりした形態にはならなし、。東三河工業地帯は，将来は

コンビナート形成も可能であろうが，現在はその段階でで、はなLい、O いず

ても，四日市工業地帯に発生したような公害問題を未然に防止しうるような

コンビナートが形成されるよう指導すべきは当然のことであるO

4 各地帯とも，用地の造成費に相違があるO これは，誘致される企業の

有無とも関連するわけ加で，誘致する企業が不確定の場合には，財政投資とく

に起債に依存する場合には，利子の増加をきたすことになるO また漁業補償

費の程度如何が元地価格に影響するところも砂くなし、。とくに四日市および

名古屋南部では，補償費の影響が大きいようであるO

5. 工業用水については，各地帯ともそれ程不利ではないが， その割に
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は，F誇水価格が安くないの

6. 電力については，

的にはかなり欝閉がある0

4.81円に与!上げるよう

，立地条件にとっ

る。

ラゾスがとれているであろうが，琵期

は，現行sj玄海4.24円を昭和40年2月より

申請していることから考えると，やはり

な問題といわなくてはならない。

7. 交通については，陸上なら

も指摘したように，名

段階である。その{むの

〉
J
孔ぇ

』デ

心

，問日本工業地帯

I ~ 

8. 3大工業地帯に比べると，こ

'iれている点が若手いといえるが，そうしづ有科投の1移設は次第に失なわれる

可能性もあるようであるO したがって，そういう立地条件維持のためには，

あらためて東海3祭の広械行政的授点からのこじ:菜館発の設討も強ち無意味で

はないであろう。

りう愛知県企謹課長村田敬次郎主主，

泰百3託，

長中西市一氏，関

出

，同部竹内誠一氏，名

，四日市子fj役訴河南輝彦氏その他の方々

との連絡の労をと

め

ノをtこ してお 、
O 
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